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「本郷地区新設小学校の学区編成」に係る本郷小地区区長会協議 

 

1. 日 時  平成26年10月23日(木)午後7時～8時20分 

2. 場 所  本郷ふれあいセンター 

3. 出席者  本郷小地区 9行政区区長（住吉、二区北、二区南、一区、上本郷、 

下本郷、本郷、シンワ、中根） 

本郷小 PTA会長 

教育委員会（竿留次長、菊池課長、小倉補佐、田﨑主任） 

4. 協議内容 

新設校区域の検討資料とするため、本郷小地区の 9行政区区長に H26第 3回学校再

編検討委員会で提示した資料で 3つの案を説明し意見を求めた。（議事要旨を参照） 

その後、特に荒川沖寺子線で分断される行政区の意向について、各行政区の役員会

等において協議していただき、その結果を文書にて報告をいただいた。概要について

は次のとおりです。詳細については、別紙参考資料１を参照してください。 

(1) 一区  

範囲が広いのでどこかでは分けざるを得ないので、荒寺線（案①）で分けること

が一番わかりやすく、賛同できる人が多い。 

(2) 上本郷 

 荒寺線で分ける案①を支持、案②③は不支持。上本郷全てを本郷小区域にするに

は無理があるので、残念ではあるがどこかには境界ができるので分割も仕方がない。 

通学時の安全確保の観点からも妥当であり荒寺線の境界を崩すとまとまらないと

考える。 

(3) 本郷 

学区は行政区単位で編成することが基本であると考えている。荒寺線での分割を

前提であれば、行政区の再編も併せて検討する必要がある。 

分断を前提とするならば、行政区そのものの再編（行政区界変更）も併せて検討

する必要がある。まだ 3年余り先のことなので、今から準備を進めれば、新小学校

開校の時期には関係行政区の「区界変更」も可能ではないか。但し、学校区再編の

決定・周知を速やかにすることが肝要。 

(4) シンワ 

地理的には荒寺線を境界とすることは、地理的、通学時の安全確保という観点か

らは理解できるが、シンワ行政区に限っては、単純に「荒寺線」で分割されること

資 料 １ 
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は避けたい。シンワ区全体としては、何れかの学校区にまとめて通学することが望

ましい。 

 

(5) 共通課題・意見 

・ 行政区の分割に対して運用・運営でカバーすることは困難（入学式や運動会な

どの学校の諸行事や育成会活動等の重複、行政区内の行事開催） 

・ 育成会が 2つになる（助成金、新たな組織編制、通学の班編成など） 

・ 行政区の再編成も検討が必要だが、学校とへ別問題として考える。 

・ どこで分けるかより、本郷小の改修等を地域に示すことが必要。（エアコン設

置、トイレの改修・洋式化、体育館補修） 

・ 新設校開校までの教室不足の対応策を提示すること。 

 

5. 議事要旨 

 

【H26 第 3 回学校再編検討委員会で提示した資料を基に、新設校の学区についての 3

つの案を説明した。】 

区長 区長の皆さんは、初めて具体的提案を受けて色々な問題を検討しないといけない

と思いますが、今日は忌憚のないご意見をお伺いしたい。なお、お忙しいところ恐縮

ですが、行政区に戻られて役員会等での意見の集約をしていただき、10 日以内ぐら

いで教育委員会まで連絡をいただきたいと考えています。そうすると、次回の学校再

編検討委員会で、検討できると思いますのでよろしくお願いします。 

区長 一区は Aの部分が新しい住民が多くて、BCDは元からの住民が多い。本郷 2丁目

も元は一区だった。一区の場合は面積が多きいので、分割しないでどちらかの学校と

いうのは無理。どこかでは切らないといけないと思う。 

区長 シンワ自体は小さい行政区だが荒寺線で分断されるのは非常に困る。前々から議

論されている問題で自治区としてまとまらなくなってしまう。 

事務局 シンワ、上本郷は荒寺線の北側の児童数が少ないので、特例で本郷小へ通うと

いう方法も考えられます。 

区長 地区が小さいので、逆に全体が新設校に通うという方法もあるかと。 

区長 荒寺線の北側に約 20 世帯がある。今日見てきたが新設校までは 500ｍぐらい。

そこからわざわざ遠い本郷小というのも問題がある。区の運営としては、育成会の問

題、助成金も出しているので、いろいろと難しい。 

区長 分断される地区は、大小にかかわりなく同じ課題が存在する。 

区長 直接関係ない地区なので発言はどうかと思うが、極論では上本郷、シンワの分断

される区域は、別の行政区へ編入する行政区の再編も考えられるのではないか。学区

を考えるときに行政区の再編も一緒にやった方がタイミングはいいと思う。保護者も
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その方がいいと考えるのではないか。 

区長 その話になると本郷行政区を新たに作ったばかりですし、そう簡単にというわけ

にはいかなので、まずは学校の話でお願いしたい。 

区長 行政区の意見を取りまとめてほしいとの要請だが、あくまでもその区として意向

であって決定ではないと理解している。それから、まずどのくらいの範囲の中で話を

すればいいのか。役員会なのか、育成会まで含めるのか、会議の席には教育委員会が

きて説明をしてくれるのかについて、どのように考えているのか。意向を聞くとした

ら、役員会はあまり関係がなくて、一番は小学校 2年生以下のお子さんを持つ保護者

なので、そのあたりの意見を聞かないといけないと思う。 

事務局 まずは役員会ぐらいで集まっていただき、全体的な雰囲気、考え方をまとめて

いただければと思います。この案ではほとんどの方が反対とか、別の案であれば概ね

賛同が得られるとかあると思いますので、そのあたりの意向をつかんでいただければ

と思います。それを参考にしながら、学校再編検討委員会でも検討していきたい。さ

らに意見交換会も予定しています。最終的には、検討委員会から答申を受けて、教育

委員会、そして町で決定しくことになります。意見交換会は 11月 14日に本郷ふれあ

いセンターで開催を予定しています。行政区への回覧のほかに、小学校、幼稚園、保

育所の保護者には、それぞれを通して配布しています。 

区長 区の役員会だと年配のメンバーなので、育成会会長も入れて話をした方がいいの

でないか。 

区長 行政区によってだと思うが、うちは班長レベルだと老若男女で保護者世代も入っ

ている。 

区長 例えば育成会長まで話をしてしまうと、会長としてはその時に順番でなった立場

で重い課題に一人では対応できないのでは。会長一人で意見を言ったことで、後にな

って会長だけの意見を言って、こうなったというふうに他の保護者から言われかねな

いという心配もある。 

PTA会長 保護者の方には、本郷ふれあいセンターでの意見交換会に来てもらって聞い

てもらうのがいいと思います。 

事務局 まずは区の役員会の中で話をしていただくということでどうでしょう。 

区長 育成会には荷が重いということは基本的にはそうだと思うが、やはり重要な案件

なので逆になぜ育成会に話がなかったのかということもある。行政区の実情に合わせ

て、どの範囲で話をするかは行政区、区長に任せてほしい。 

PTA会長 育成会長は 6年生の保護者が多いし、役員になる背景からも荷が重いかなと

思うが、区長さんの判断に任せていいと思います。 

区長 今回は学校再編検討委員会や教育委員会で検討するうえで、あくまでも意見を聞

くもので決定ではないので。 

区長 新設校の規模は全体で 24クラスが前提になっているのか。 
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事務局 様々な条件があるので限りなく大きな学校を作れるわけではありません。学校

全体 24クラス規模で進めています。 

区長 大分いろいろな意見が出ましたが、11月 9日に再編検討委員会を開催するので 7

日（金）までに、各行政区の雰囲気といったものを学校教育課までご連絡をお願いし

ます。新設校の話題ばかりになってしますが、本郷小についてもエアコンの設置など

の改修を考えているということですので事務局からお願いします。 

事務局 教育環境に不公平が生じないように、トイレ改修、洋式化、エアコン設置につ

いても財政担当へ要望しています。これについては町長も理解しています。本郷小は

優先的にということになります。 

区長 学区が決まっても開校するまでは本郷小に通うことになるんですね。その後開校

の時に友達を別れたくないので、新設校に行かないで本郷小の通いたいといった場合

はどうなるんですか。 

事務局 新設校は平成 30 年 4 月開校になりますので、原則として決められた学校に通

ってもらうことになります。 

区長 説明するときに、残った本郷小を整備するうえでの新設校とそん色がないと強調

したいと思うが、目玉となるのは何ですか。現在のプレハブ校舎はどうなりますか。

来年以降の教室不足対策は考えていますか。 

事務局 トイレの洋式化を含めた改修、給排水施設の改修、体育館の耐震化工事につい

ては H27年 2月頃に完成予定です。それから放課後児童クラブは、現在は二区児童館

まで行っていますが、本郷小の学校内で実施できる見込みです。プレハブ校舎はエア

コン完備の永久校舎なので、そのまま利用していきます。教室不足について、28 年

度には不足が見込まれますので、30 年に開校するまでの 2 年間は仮設校舎を建てる

予定で、30 年には撤去する予定となっています。決定ではありませんが、グラウン

ドに建てることになると思いますので、さらにグラウンドが狭くなってしまいます。

子どもたちには不便をおかけしてしまいます。運動会などを実施するのは難しいと思

います。プールは現行のまま使用します。 

区長 新設校にプール建設の予定がないが、今プール授業はないのか。 

事務局 現在 11校に 12のプールがありますので、どこかに集約するのか検討している

ところです。また現時点では温水プールの建設の予定はありません。 

区長 外壁の塗装計画はないのか。 

事務局 必要であるとは考えていますが、過去に竹来中で見積もりを取ったところ、校

舎全体に足場をかけての塗装となるので、3000 万円ぐらいとの金額があります。本

郷小だけではなく、町全体の学校の施設改修もありますので、なかなか全てというの

は難しいというのが実情です。順次、維持管理や改修を進めているところです。その

他何か質問がありましたら、いつでも学校教育課にご連絡ください。 

 


